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令和５年度 原子力規制委員会臨時会議 第 23 回会議  

 

 

令和５年７月 19 日 

16:00～17:05 

原子力規制委員会庁舎内 

 

 

議事次第 

 

議題１：核物質防護に係る制度改善の検討状況と改善の方向性 

 

議題２：国際原子力機関（IAEA）核セキュリティガイダンス委員会（NSGC）第 23

回会合結果概要 

 

 

出席者 原子力規制委員会 

山中委員長、田中委員、杉山委員、伴委員、石渡委員 

原子力規制庁 

金子次長、市村原子力規制技監、吉野総務課長、 

中村安全規制管理官（核セキュリティ担当）、吉川安全規制管理官（放

射線規制担当）（議題２のみ）他 

 

  



○冒頭、山中委員長から、本日の会議の審議内容が、核物質防護に関する事項で

あって、情報公開法に定める不開示情報を取り扱うものであること及び会議

資料が当該不開示情報に該当するものを含むことから、原子力規制委員会議

事運営要領第７条及び第８条の規定に基づき、 

・本日の会議を非公開で開催すること 

・本日の資料のうち公開可能なものは原子力規制委員会のホームページで公

開し、その余は非公開とすること 

について諮り、出席した全委員がこれに賛成し、原子力規制委員会として、上

記のとおり決定した。 

 

○議題１について、原子力規制委員会は、資料１に基づき、核物質防護に係る

制度改善の検討状況について報告を受け、そのうち具体的な検討を進めてい

る事項の改善の方向性について事務局からの説明を受けた。原子力規制員会

は、審議の結果、核物質防護措置に係る審査基準等の具体的な改善の方向性を

了承した。 

 

〇議題２について、原子力規制委員会は、資料２に基づき、国際原子力機関（IAEA）

核セキュリティガイダンス委員会（NSGC）第 23 回会合における核セキュリテ

ィ・シリーズ文書に関する審議の状況及び核セキュリティに関する国際会議

（ICONS 2024）の開催について報告を受けた。 

 

文責：核セキュリティ部門 

 


